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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・ハップスター（湿布薬）が処方となった場合、医師へ処方箋に何日分かを明記するよう周知をお願いします。

・褥瘡管理よりお知らせとお願いです。今後の褥瘡評価はOHスケールを用いて点数化し、点数の高い（中等度以上）の患者様を評価対象とし、毎月実施していくこととします。つきましては、南病棟フォルダ→28年度→南褥瘡→褥瘡なし内にOHスケールへ、毎月15日までに点数の入力をお願いします。不明な点は、褥瘡管理担当齊藤・新田まで。

・退院支援入力時には、漠然と施設（施設入所・申し込み等）とは入力せず、施設名や形態（老健・グループホーム等）まで明記して下さい。

＜週間予定＞

・12月5日（月）14:30 山下　ヨシ様訪問調査

・12月6日（火）五十嵐　恵子様面談

・12月7日（水）大橋ミサ、白鳥キエ様、梅内重美様のパス評価

・12月8日（木）斉藤　三次郎様パス評価

　

＜患者様連絡事項＞

・三浦　幸四郎様～妻の兄様のご家族（齊藤良子）様面会時には、スタッフがなるべく間に入るよう関わっていきましょう（宗教等への勧誘の恐れがあるため）。

・岩舘　邦子様～本日午前、八戸市民病院皮膚科受診終えています。ホールは小さくなってきてはいますが、中のポケットは依然大きいままで、切ることも考えているとのことでした。イソジンシュガーからエルタシン軟膏へ処置内容が変更となっています。次回12/20(火) 10:30受診予約しています。

・白鳥　キエ様～他科薬が本日までとなっていますので、主治医へ報告し、臨時薬が処方となっています。

・中川原　一夫様～定期のバルーン交換行っています。

・平　勝利様～先々月よりSWとともに、「リハビリパーク」入所へ向け支援を進めていますが、「リハビリパーク」では「みちのく記念病院」への入院を提案され、「みちのく記念病院」では「リハビリパーク」への入所を提案されるなど、時間を要している状態です。

・山下　ヨシ様～本日14:30「うるわしの森」スタッフ来院し、訪問調査行っています。肺炎球菌ワクチン接種の有無を問われています。今後入所が決まり必要となるようなら、接種をする予定となります。うるわしの杜への入所が決った場合には通院先は三沢中央病院へに変更になります。

＜要注目患者様＞

・浅野　秀子様～昨日転倒し、左眼周辺に内出血見られています。本日も前傾となっての歩行見られ、介入要しています。バイタルサインの異常はありません。主治医不在の為、窪田Drへ報告し、検査は実施せず、バイタルサイン測定と全身状態の観察を十分に行なうよう指示があります。引き続き、転倒に注意し状態観察していきましょう。

・高橋　礼子様～本日は介助・介入に対しての拒否や抵抗無く、食事も全量摂取出来ています。大声での独語や放歌もありません。引き続き、トラブルに注意し状態観察していきましょう。

　　　　　　　　

・北城　忠博様～本人より、まあまあ眠れているとの報告あります。引き続き、日中の離床を継続し、プログラム参加を促していきましょう。林様のご家族様へ新聞のテレビ欄を要求し、受け取ることがありました。病棟にあるものを渡すよう周知をお願いします。また、市販薬の点眼希望があり、主治医より許可となっています。効果が得られないようなときには、当院で処方していくこと伝えてください。

・慶長　節子様～右眼周辺の腫脹は持続していますが、疼痛の訴えはありません。引き続き、転倒に注意し状態観察していきましょう。

・福田　義雄様～食事は朝・昼とも全量摂取。バイタルサインの異常もありません。引き続き、状態観察していきましょう。

・七崎　武夫様～本日は前傾姿勢見られず、易怒性も見られていません。引き続き、転倒に注意し状態観察していきましょう。

・大里　光子様～便が付着したパンツを隠し「寝ている間にぎょう虫を入れられた。」などと、妄想に左右された発言聞かれています。「ここは危険だから帰る。」と帰宅要求も聞かれ、荷物をまとめていることありました。精神症状の観察をしていきましょう。

・齊藤　三次郎様～本日深夜帯、前顎部の発赤発見しています。本人様より転んだとの報告受けています。疼痛の訴え無く、バイタルサインの異常もありません。引き続き、転倒に注意し状態観察していきましょう。

· 百澤　豊子様～15時45分体温38.4℃あり、酸素飽和濃度は91～92％となっています。

呼吸器症状や感冒症状はありません。主治医へ報告し、カロナールとレボフロキサシンが処方となり、発熱時の継続指示があります。

＜小倉Dr診察＞

・吹越　勇一様～採血の結果や昨日の日内変動の結果より、血糖値が安定していことから、

ジャヌビア（50）1T1×朝へ変更となっています。引き続き、血糖症状に

注意していきましょう。

・岩舘　邦子様～血糖チェックの結果より、血糖値が安定していることから、インスリン（12-10-10）継続となっています。

　次回は12/19日の予定となります。

＜パス評価＞

・阿部　久雄様

12/6(火)で入院2ヶ月。

　身体症状：車椅子上、左側への傾き著明。座位保持困難。

精神症状：妄想に左右された発言あり。

FIM　193点、DBD　14点、FAST　レベル4

＜食事検討＞

・百澤　豊子様～先週の歯科受診時には強い拒否あり、診察出来ませんでした。依然食事摂取量にむらがあり、本人様より「硬くて食べられない。」との訴えも聞かれています。食事形態を粗キザミへ変更し、今週改めて歯科受診予約していきます。

＜業務改善・感染対策＞

・Bユニットオフィス・観察室の清掃は、深夜明けスタッフがレストラン誘導終了後に行うこととします。

・C・Dユニット食事前の手指消毒が徹底されていません。手すり等の消毒と合わせ、確実に実施していきましょう。

・差し入れの食べ物は、Aユニットで確実に確認していきましょう。生もの・惣菜類は禁止となっています。

